
紹
介

吉
武
露
右
著
(
商
学
部
教
授
)
「
経
営
の
見
か
た
考

え
方
」
発
行
所
、
東
京
、
有
響
房
、
新
書
判
二

ニ
ニ
頁
、
定
価
三
六
0
円
。

著
者
は
ま
え
が
き
で
こ
ん
な
こ
と
を
述
べ
て
い

ろ
。
「
経
営
学
と
は
『
人
間
学
』
で
あ
り
、
そ
の

一
分
科
と
し
て
の
響
分
析
論
は
『
人
閻
分
析

池
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ろ
。
つ

ま
り
、
企
業
の
生
活
過
程
に
あ
ら
わ
れ
る
諸
現
象

の
透
視
と
し
て
の
、
人
間
の
ヴ
ァ
イ
タ
ル
フ
ォ
ー

ル
の
完
全
燃
焼
を
は
か
る
こ
と
こ
そ
、
経
営
学
の

ニ
ユ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
ろ
う
」
と
0
 
き
き

に
、
同
著
者
に
ょ
っ
て
「
経
営
能
率
分
析
」
「
経

営
診
断
」
「
原
価
分
析
」
が
著
述
せ
ら
れ
た
が
、

こ
れ
に
ひ
き
つ
づ
い
一
、
こ
こ
に
廷
愚
Υ
の
二

ユ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
゛
備
拓
し
よ
う
と
し
て
企

図
さ
れ
た
の
が
本
軍
あ
る
。
鴛
鋤
か
ず
、
■
円

に
棹
さ
さ
ず
、
こ
の
た
め
本
穫
、
世
の
ブ
ー
ム

に
の
っ
て
巷
に
氾
濫
す
る
響
「
学
」
、
壽
「
学
」

の
無
蛙
孫
な
学
の
知
驫
と
、
経
営
ビ
ジ
ネ
ス
の

技
術
」
か
ら
籬
れ
て
、
産
業
人
と
し
て
の
新
し

い
個
性
の
形
成
と
、
経
営
の
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
創
造
を
目
指
し
て
執
筆
き
れ
た
も
の
。
し
た
が

つ
て
こ
の
書
の
内
容
は
、
利
潤
、
賃
金
、
人
間

の
三
部
を
も
っ
て
構
成
き
れ
て
い
る
が
、
著
者
の

も
っ
と
も
電
点
を
お
い
て
い
る
の
は
人
間
で
は
な

か
ろ
う
か
。
経
営
の
基
礎
と
な
ろ
も
の
は
経
営
思

想
で
あ
り
、
そ
の
人
間
分
析
で
あ
る
と
主
張
す
ろ
。

新
し
い
経
営
愚
の
確
立
1
そ
し
て
「
新
し
い

経
営
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
生
命
力
か
ら
し
か
生
ま

れ
な
い
」
と
。

豊
富
な
表
現
、
豊
か
な
人
閻
性
、
し
か
も
客
観

に
徹
し
よ
う
と
す
る
苫
者
の
い
ぶ
き
が
ど
の
頁
に

も
感
じ
ら
れ
好
著
。

西
村
豁
通
編
(
経
済
学
部
教
授
)
「
労
働
問
題
用
語

辞
典
」
発
行
所
、
東
京
、
一
三
書
房
、
新
篇
三

三
0
頁
、
定
価
六
八
0
円
。

戦
後
に
う
ま
れ
、
今
日
、
職
場
の
第
一
線
に
お

い
て
労
働
に
従
嘔
し
、
告
と
組
合
の
岱
の
中

核
的
な
に
な
い
手
と
な
り
は
じ
め
て
い
、
?
寸
年
の

な
か
に
も
、
ニ
・
一
ス
ト
や
露
豐
金
を
ま
っ

た
く
知
ら
な
い
青
年
が
そ
の
数
を
ま
し
つ
つ
ぁ
る

と
い
う
0

日
本
の
労
働
問
題
を
理
解
す
ろ
場
合
に
弓
の

ミ
ゾ
に
直
面
す
ろ
。
そ
の
一
つ
は
戦
前
数
十
年
に

わ
た
る
日
本
の
労
働
閻
題
と
、
今
日
の
そ
れ
と
の

遮
断
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
は
、
特
殊
日
本
的
な
孤

立
性
の
ゆ
え
に
国
際
的
視
野
か
ら
の
壁
で
あ
る
。

こ
の
辞
典
は
こ
う
し
た
器
に
こ
た
え
、
「
労
働

運
動
に
関
す
る
器
の
解
説
の
み
な
ら
ず
、
労
働

問
題
全
般
に
わ
た
る
綜
合
的
な
知
繋
簡
単
に
修

得
で
き
る
」
も
の
と
し
て
企
画
さ
れ
た
。
そ
の
解

説
し
て
い
ろ
用
語
二
千
数
百
項
目
。

本
書
は
つ
ぎ
の
十
名
の
分
扣
執
筆
者
に
ょ
る
共

同
労
作
で
あ
ろ
。
賃
金
(
西
村
豁
通
、
同
大
)
、
労

働
条
件
(
竹
中
恵
美
子
、
大
阪
市
大
)
、
労
働
市
場

(
西
口
俊
子
、
大
阪
市
大
)
、
労
務
管
理
(
浅
野
敏
、

和
歌
山
大
)
、
労
總
合
(
前
川
嘉
一
、
京
大
)
、
労

働
者
福
祉
・
社
会
傑
(
小
川
喜
一
、
大
阪
市
大
)
、

政
治
・
社
会
思
想
(
吉
村
励
、
大
阪
市
大
)
、
労
働

法
・
労
働
政
策
(
片
岡
昇
、
京
大
)
、
労
働
・
社
会

運
動
史
・
人
名
(
与
田
柾
、
大
阪
経
大
)
、
労
鋤
・
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政
経
問
題
(
山
本
正
治
郎
、
大
阪
市
大
)
。

巻
末
に
系
統
別
の
組
合
編
成
表
、
欧
米
な
ら
び

に
日
本
の
労
働
運
動
史
年
表
お
よ
び
西
暦
、
口
本

暦
対
嬰
が
付
せ
ら
れ
て
い
ろ
。
本
書
は
た
ん
に

労
働
鼎
の
実
務
家
の
み
な
ら
ず
、
政
治
・
社
会

問
題
の
小
焚
と
し
て
も
好
個
の
も
の
と
い
ぇ
よ

う
田
畑
教
授
暦
記
壽
集
発
行
所
、
同
志
社
法
学

会
、
 
A
5
判
四
六
四
貞
、
定
価
八
0
0
円
。

法
学
部
の
研
究
誌
「
同
志
社
法
学
」
は
こ
の
ほ

ど
そ
の
第
π
弓
を
田
畑
忍
教
授
還
暦
記
念
号
と
し

て
刊
行
し
た
。
田
畑
忍
教
授
は
、
周
知
の
如
く
、

愈
法
研
究
所
を
主
宰
し
、
関
西
に
お
け
ろ
平
和
愈

法
擁
讐
融
器
的
支
柱
と
し
て
活
躍
す
ろ
と

と
も
に
、
後
進
の
指
導
、
育
成
に
も
献
身
的
に
努

力
き
れ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
本
号
の
執
筆
者
も

き
わ
め
て
多
彩
で
あ
ろ
。

本
占
は
前
半
に
政
治
学
論
文
、
後
半
に
法
壽

文
が
集
め
ら
れ
て
い
ろ
。
政
治
需
文
に
は
、
今

井
仙
一
教
授
の
「
中
問
者
と
し
て
の
人
間
に
つ
い

て
」
を
巻
題
に
、
長
年
ラ
ス
キ
研
究
を
統
け
て
来

ら
れ
た
岡
田
良
寮
大
助
教
授
の
「
右
測
社
会
民

主
主
義
者
と
ラ
ス
キ
の
鴛
的
変
遷
の
問
懇
」
を

は
じ
め
、
高
知
短
大
の
嘉
笥
教
授
の
「
天
皇

観
念
の
変
遷
」
、
雑
誌
「
歴
史
需
」
を
中
心
に
著

述
活
動
を
続
け
て
い
ろ
中
瀬
寿
一
氏
の
「
0
明
治

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
ψ
の
ナ
シ
,
ナ
リ
ズ
ム
へ
の
転

換
」
、
人
文
科
学
研
究
所
員
の
太
田
禿
夫
、
「
天
皇

製
識
の
分
析
」
な
ど
の
諸
論
文
が
あ
る
。
法
学

論
文
で
は
島
本
英
夫
教
授
の
「
ノ
ー
ス
.
カ
ロ
ラ
イ

ナ
の
議
決
権
信
託
制
度
」
、
秋
山
哲
治
教
授
の
「
刑

法
解
釈
に
お
け
ろ
相
当
性
の
概
念
」
、
大
阪
大
の

熊
谷
開
作
教
授
の
「
徴
兵
令
に
お
け
る
0
家
0
と

国
家
」
を
は
じ
め
、
高
知
短
大
の
芳
野
勝
助
教
授

の
「
単
純
な
届
出
制
に
つ
い
て
」
、
海
原
裕
昭
助

教
授
の
「
社
会
的
法
学
の
綴
性
」
、
系
短
大

の
杉
江
栄
一
助
教
授
の
「
フ
ラ
ン
ス
五
八
年
憲
法

に
お
け
る
条
約
法
形
成
手
続
」
ら
の
新
進
の
研
究

者
の
論
文
を
載
せ
て
い
る
。

本
号
の
特
色
は
単
に
同
志
社
だ
け
で
な
く
、
関

西
諸
大
学
や
学
界
で
活
躍
し
て
い
ろ
研
究
者
の
論

文
が
集
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
、
執
筆
者
の
半
数

以
上
が
田
畑
教
授
の
指
導
を
受
け
た
新
進
気
鋭
の

学
究
で
あ
ろ
こ
と
な
ど
、
同
教
授
の
影
縛
力
の
広

さ
を
尓
し
て
い
る
。

お
わ
り
に
、
本
号
を
な
に
ょ
り
も
還
暦
黒
号

忙
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
し
て
い
ろ
の
は
上
田
勝
美

氏
の
「
田
畑
憲
法
学
の
特
質
」
で
あ
る
。
同
氏
は

現
在
、
田
畑
教
授
の
膝
下
に
あ
っ
て
憲
法
研
究
所

の
助
手
を
し
て
い
ろ
人
。
歴
史
的
客
観
主
義
に
立

つ
田
畑
憲
法
学
の
方
法
論
と
し
て
1
解
釈
対
象
と

し
て
の
憲
法
に
則
し
て
、
聾
的
客
観
的
に
冷
静

に
且
つ
体
系
的
に
そ
の
規
範
豊
味
内
容
を
理
解

す
る
こ
と
、
②
解
釈
者
の
主
観
を
通
し
て
解
釈
対

象
と
し
て
の
法
を
客
観
的
に
認
識
し
う
ろ
こ
と
、

③
愈
法
解
釈
学
の
も
つ
政
治
性
を
肯
定
し
、
多
種

多
様
の
政
治
性
を
有
す
る
憲
法
学
の
存
在
を
肯
定

す
る
こ
と
、
の
三
つ
を
あ
げ
て
そ
の
特
質
磊
述

し
て
お
り
、
業
の
「
田
畑
教
授
の
略
歴
お
よ
び

著
作
凶
録
」
と
と
も
に
詞
教
授
の
田
纐
系
譜
を
知

ろ
う
え
に
最
適
の
も
の
で
あ
る
。

し
ぱ
く
さ
二
号
、
発
行
所
、
同
志
社
女
十
六
学
、
 
A

5
判
八
四
頁
。

本
謹
同
志
社
女
子
大
学
の
学
雜
(
年
刊
)
で

あ
る
。
本
号
で
は
と
く
に
り
べ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
に

つ
い
て
E
 
・
 
L
 
・
ヒ
バ
ー
ド
、
酒
井
康
、
杉
瀬
裕

の
諸
教
授
が
籍
し
、
大
学
教
育
が
曲
り
角
に
来

て
い
る
と
'
わ
れ
る
お
り
時
宜
を
え
た
誓
物
と

な
っ
て
い
ろ
。
こ
の
ほ
か
鷲
Y
教
嘉
馳
つ

い
て
の
轍
告
が
要
領
よ
く
ま
と
め
ら
れ
、
同
校
の

現
状
と
動
向
を
!
森
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
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